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クリスチャンの人生のネクスト・ステップ

ステップ１２ 
いのち 

ネクスト・ステップは、クリスチャン
との交わりの中で、私たちがキリスト
の弟子として成長するための学びです。
それぞれの学びは「神のことば」と「神
の使命」の２つのセクションに分かれ
ています。 

神のことば 

分かち合いましょう： 
d 前回は霊的な攻撃について学びま
した。そのとき学んだ神のことば
に従うことが出来たでしょうか。
少し時間を取って、正直に分かち
合ってみましょう。 

神の賜物とは、キリスト・イエスにあ
る永遠のいのちです。私たちのキリス
トにある命は私たちが信仰を持ったと
きに始まり、今もそれを経験し、そし
て永遠に続きます。聖書は私たちが永
遠のいのちを得た救いについて、神が
過去にしてくださったこと、現在して
くださっていること、また未来に約束
してくださっていることについて説明
しています。私たちは義と認められ(過
去)、聖くされ(現在)、将来栄光を受け
るのです(未来)。 

過去：義と認められた（義認） 

ローマ人への手紙３章２４～２６節 

b ただ、神の恵みにより、キリス
ト・イエスによる贖いのゆえに、
価なしに義と認められるのです。
神は、キリスト・イエスを、その
血による、また信仰による、なだ
めの供え物として、公にお示しに
なりました。それは、ご自身の義
を現すためです。というのは、今
までに犯されて来た罪を神の忍耐
をもって見のがして来られたから
です。それは、今の時にご自身の
義を現すためであり、こうして神
ご自身が義であり、また、イエス
を信じる者を義とお認めになるた
めなのです。 

義と認められるとは、神によって「正
しい」と宣言されることです。法廷を
思い描いてみてください。裁判官であ
る神が、「あなたは正しい」と被告人
であるあなたに言われるのです。この
判決はつまり、あなたは罰せられる代
わりに神との永遠のいのちを楽しむと
いうことです。赦しは私たちの罪深い
記録を帳消しにすることですが、義と
認められることは、私たちがイエスの
義によって覆われるということです。  

イエスは私たちの罪と恥とを取り去っ
ただけでなく、イエスの義を私たちに
与えてくださいました。その義とは、
イエスの神への完全なる従順の記録で
す。 

コリント人への手紙第二５章２１節 
b 神は、罪を知らない方を、私たち
の代わりに罪とされました。それ
は、私たちが、この方にあって、
神の義となるためです。 

私たちはイエスを信じたときに、神の
恵みによって義と認められました。私
たちはまだ罪を犯しますが、義と認め
られているという立場は変わりません。
それはこの立場が、イエスによって十
字架で完成されたみわざと復活とによ
るものだからです。そのため、私たち
は罪人であると同時に、聖徒なのです。

私たちの実生活において、義認の意味
を理解することは、私たちがクリスチャ
ンとして歩むうえで大きな助けとなり
ます。私たちの「義と認められている」
という不変の判決は、罪を犯しても神
の御前における私たちの立場が変わら
ないことを意味します。私たちが特に
多く罪を犯した日でも神の愛は減りま
せんし、私たちが従ったからといって
神の愛は増えません。神は私たちをい
つも完全な愛で愛してくださいます。
さらに、私たちは行いではなく信仰に
よって義と認められているため、高慢
になったり誇ったりする根拠はありま
せん。私たちはキリストにあって、平
安と喜びのうちに安らぎを得ています。
キリストが私たちを救ってくださった
と確信しているからです。これは過去
の事実であり、今もとこしえまでも続
く恵みなのです。 

(「義と認めらること」についてさら
に詳しく読みたい方はローマ人への手
紙１～５章を参照。) 

現在：聖くされている（聖化） 

ローマ人への手紙６章２２節 

b しかし今は、罪から解放されて神
の奴隷となり、聖潔に至る実を得
たのです。その行き着く所は永遠
のいのちです。 

聖化とはイエスのようにさらに聖くさ
れていくことの過程です。義認におい
て私たちは「正しい」という立場を与
えられ、聖化では、私たちが正しく生
きるように少しずつ変えられるのです。

クリスチャンとして歩むとき、私たち
は罪を犯すことをやめて、聖い人生を
生きようと励みます。神の聖霊は私た
ちのうちに働いてこの願いを与え、そ
れを実行し正しく生きる力を与えてく
ださいます。 

ピリピ人への手紙２章１２～１３節 
b そういうわけですから、愛する人
たち、いつも従順であったように、
私がいるときだけでなく、私のい
ない今はなおさら、恐れおののい
て自分の救いの達成に努めなさい。
神は、みこころのままに、あなた
がたのうちに働いて志を立てさせ、
事を行わせてくださるのです。 

神への愛、人への愛、そしてキリスト
のような人格は、私たちの人生におけ
る、御霊の働きによる「実」です。 

  
ガラテヤ人への手紙５章２２～２３節 

b しかし、御霊の実は、愛、喜び、
平安、寛容、親切、善意、誠実、
柔和、自制です。このようなもの
を禁ずる律法はありません。 

d 考えましょう:　上記のガラテヤ
５章の御霊の実の中で、あなたが
クリスチャンになってからの歩み
において御霊が育んでくださって
いる実はありますか?　一つ例を
挙げてみましょう。 

この聖化の過程は私たちが願っている
よりもゆっくり進むことが多く、また
この一生の間に完了することはありま
せん。しかし私たちには、将来と救い
の完成への希望があります： 

ピリピ人への手紙１章６節 

b あなたがたのうちに良い働きを始
められた方は、キリスト・イエス
の日が来るまでにそれを完成させ
てくださることを私は堅く信じて
いるのです。 

未来：栄光を受ける（栄化） 

コロサイ人への手紙３章４節 
b 私たちのいのちであるキリストが
現われると、そのときあなたがた
も、キリストとともに、栄光のう
ちに現われます。 

栄光を受けるとは、神の栄光を余すと
ころなく反映するために、天国で完全
に聖く、潔白にされることです。私た
ちが天国で栄光を受けるとき、私たち
はもう罪を犯すことがなく、神と永遠
に生きます。私たちは義認によって罪
の罰から救われ、聖化を通して罪の力
から救われており、そして栄化によっ
て罪の存在から救われるのです。 

人生には多くの試練、困難、また様々
な苦難がありますが、私たちには天国
でさらに大きな栄光が待っているとい
う希望があります。 

ローマ人への手紙８章１８節 

b 今の時のいろいろの苦しみは、将
来私たちに啓示されようとしてい
る栄光に比べれば、取るに足りな
いものと私は考えます。 

コリント人への手紙第二４章１６～５
章５節 
b ですから、私たちは勇気を失いま
せん。たとい私たちの外なる人は
衰えても、内なる人は日々新たに
されています。今の時の軽い患難
は、私たちのうちに働いて、測り
知れない、重い永遠の栄光をもた
らすからです。私たちは、見える
ものにではなく、見えないものに
こそ目を留めます。見えるものは
一時的であり、見えないものはい
つまでも続くからです。私たちの
住まいである地上の幕屋がこわれ
ても、神の下さる建物があること
を、私たちは知っています。それ
は、人の手によらない、天にある
永遠の家です。私たちはこの幕屋
にあってうめき、この天から与え
られる住まいを着たいと望んでい
ます。それを着たなら、私たちは
裸の状態になることはないからで
す。確かにこの幕屋の中にいる間
は、私たちは重荷を負って、うめ
いています。それは、この幕屋を
脱ぎたいと思うからでなく、かえっ
て天からの住まいを着たいからで
す。そのことによって、死ぬべき
ものがいのちにのまれてしまうた
めにです。私たちをこのことにか
なう者としてくださった方は神で
す。神は、その保証として御霊を
下さいました。 

神が私たちに栄光を与えるとき、私た
ちは完全なからだを得ます。もはや死
もなく、嘆き、涙、そして痛みもあり
ません (黙示録２１章４節)。私たちは
もはや、神に反して罪を犯すことも罪
の誘惑を受けることもありません。む
しろ神を愛し、互いに愛し合うように
なるのです。 

d 考えましょう：あなたは天国につ
いてよく考えますか？天国につい
てあなたが楽しみにしていること
は何ですか？ 

私たちが天国で永遠に神と共にいるた
めに、キリストはまたすぐ来られ、私
たちを救ってくださいます。天国で最
も素晴らしいことは神と共にいられる
ということです。 

ヘブル人への手紙９章２８節 
b キリストも、多くの人の罪を負う
ために一度、ご自身をささげられ
ましたが、二度目は、罪を負うた
めではなく、彼を待ち望んでいる
人々の救いのために来られるので
す。 

私たちはキリストの再臨を待つ間どの
ように生きるべきでしょうか? 

キリストを信じ続けていましょ
う ー 何があっても、私たちは最
後まで信仰をもち、イエスから離
れてはいけません。(マルコによる
福音書１３章１３節) 

期待しつつ待ちましょう ー イエ
スはいつでも帰ってこられるかわ
かりません。今日かもしれません
し、明日かもしれません。また今
から１００年後かもしれません。
期待する信仰をもって彼を待ちま
しょう。(マタイによる福音書２４
章３６～４４節) 

聖く、敬虔な人生を送りましょ
う ー  
私たちは神に愛され、神の恵みに
よって救われているので、キリス
トが来られるときには純粋で責め
られるところがないようにと願っ
ています。そのために、聖霊が私
たちのいのちの最後まで働かれる
ことを願うのです。（ピリピ人へ
の手紙１章１０節、テサロニケ人
への手紙第―３章１３節、５章２
３節） 

「信仰の戦い」を戦いましょう  

テモテへの手紙第一６章１２～１
４節 

b 信仰の戦いを勇敢に戦い、永遠の
いのちを獲得しなさい。あなたは
このために召され、また、多くの
証人たちの前でりっぱな告白をし
ました。私は、すべてのものにい
のちを与える神と、ポンテオ・ピ
ラトに対してすばらしい告白をもっ
てあかしされたキリスト・イエス
との御前で、あなたに命じます。
私たちの主イエス・キリストの現
われの時まで、あなたは命令を守
り、傷のない、非難されるところ
のない者でありなさい。 

自分の努力に頼っていては、私たちは
この戦いに勝つことはありません。イ
エス・キリストに頼り続けることが必
要です。私たちはイエスにとどまり（ヨ
ハネによる福音書１５章１～５節）、
そしてキリストの教会につながり続け
なければなりません（ヘブル人への手
紙１０章２５節；ステップ６参照）。
祈りを通しての神との生き生きとした
関係(ステップ２参照)、また神のこと
ば(ステップ３参照)も重要です。 

私たちは、神がただ恵みによって、生
涯耐え抜くべき私たちの信仰を保ち、
私たちが神の栄光を反映する完全なも
のとなるようにしてくださることを確
信しています。初めから終わりまで、
私たちの救いはすべて神の恵み、愛、
そして力によるものなのです。 

ユダの手紙１章２４～２５節  

b あなたがたを、つまずかないよう
に守ることができ、傷のない者と
して、大きな喜びをもって栄光の
御前に立たせることのできる方に、
すなわち、私たちの救い主である
唯一の神に、栄光、尊厳、支配、
権威が、私たちの主イエス・キリ
ストを通して、永遠の先にも、今
も、また世々限りなくありますよ
うに。アーメン。 

一歩踏み出しましょう！ 
d 少し個々で時間を取って、今回の
レッスンで学んだ内容について、
あなたがどのように従うべきか、
黙想し祈りましょう。そして互い
にそのことを分かち合いましょう。
次回の学びでまた、グループで分
かち合います。 

神の使命 

「使徒の働き」には、初代教会の超自
然的な、そして爆発的な成長について
の話が記されています。迫害や多くの
苦難があり、また近代的な交通手段や
テクノロジーがなかったにも関わらず、
福音のメッセージはアジア、アフリカ、
そしてヨーロッパにすばやく広がりま
した。どのようにして福音はこれほど
すばやく、広く、伝わったのでしょう
か?それは聖霊による働きとしか考え
られません。聖霊は神のメッセージを
分かち合うクリスチャンを力づけ、ま
たそのメッセージを聞く人たちの心を
やわらかくします。また聖霊は、大胆
に福音のメッセージを宣言する、ごく
普通の弟子たちを通して、彼らの行く
先々で働かれました。さらに、福音の
急激な広まりは、まだ福音が伝わって
いないところへ福音を広め、新しい教
会を始めるための計画的、そして意図
的な動きによるものでもありました。 

このような急激な広がりについて、パ
ウロはもう一つの重要な要素を示すヒ
ントを私たちに与えています。  

テモテへの手紙第二２章２節  

b 多くの証人の前で私から聞いたこ
とを、他の人にも教える力のある
忠実な人たちにゆだねなさい。 

パウロは、テモテが弟子を作り、また
その弟子たちが他の人にも教えること
ができるように訓練しなさいと命じま
した。パウロはテモテを、テモテは「忠
実な人たち」を、「忠実な人たち」は
「他の人」を教えたのです。これこそ
私たちのすべきことです。私たちは一
世代だけの弟子を作るのではなく、何
世代にも渡って次の弟子を作る弟子た
ちを育てるというビジョンを持つこと
が必要です。私たちは、忠実な人たち
が他の人をも教えられる器となるよう
に、訓練に励まなければなりません。
そうすることによって、私たちが受け
た、この素晴らしいいのちは、他の大
勢の人たちに受け渡されていくのです。

あなたが誰かをキリストに導いたとき
は、ぜひネクスト・ステップを用いて
彼らを訓練してください。彼らに、ど
のようにして家族や友達にキリストの
ことを分かち合うのかを教えましょう。
あなたがプロの伝道者になる必要はあ
りません。ただ単純にあなた自身の経
験、試練、失敗、そして勝利を彼らと
分かち合うことが一番の訓練方法の一
つだからです。互いの歩みを定期的に
正直に分かち合うこと、２週間ごとの
目標を立てること、そして一緒に祈る
ことなどによって、彼らは早いうちに
「弟子を生み出す弟子」を作り、育て
られるようになります。そうするとそ
こからまた次の弟子作りと訓練が続い
ていくことでしょう。さらに多くの人
たちが、イエスにあるいのちを体験す
ることを祈ります。 

互いに励まし合いましょう： 
d あなたが誰かにキリストを伝える
ために、神はどのような機会を与
えてくださいましたか？ 

d あなたがキリストのもとに導きた
いと思っている人に対して、神は
どのように働きかけられておられ
ますか？ 

互いのために祈りましょう： 
d あなたがキリストのもとに導きた
いと思っている人のうち、少なく
とも１人の名前を分かち合いましょ
う。その人がもう一歩キリストに
近づくことができるように、あな
たが次にしようと思っていること
がはっきりしていれば、それを分
かち合いましょう（例：教会に誘
う、夕食に招待してあなたの証を
分かち合う、ファースト・ステッ
プの学びを一緒にする、聖書また
はクリスチャン書籍をプレゼント
する、など）。 

互いのために日々祈るようにしましょ
う。（１）大胆さと知恵が与えられる
ように。（２）良い機会が与えられる
ように。（３）相手の心が開かれるよ
うに 

他の祈りの課題： 
d 何か祈って欲しいことはあります
か？ 

神の使命と、その他の祈りの課題、感
謝していることについて、共に祈りま
しょう。

Step 12 
Life 

Next Steps are designed to help us 
grow as Christians, in the context of 
Christian community, by focusing 
on two categories: obeying God’s 
Word and doing God’s Mission. 

God’s Word 

Share:  
d Take a few minutes to honestly 

share what it has been like as 
you’ve tried to obey what you 
learned from God’s word last 
time as we talked about 
opposition. 

The gift of God is eternal life in 
Jesus Christ. Our life in Christ 
began at our conversion and is 
being experienced by us presently, 
and will continue for eternity. The 
Bible describes our salvation to 
eternal life in terms of what God 
has done for us in the past, what he 
is doing in the present, and what he 
promises for our future. We have 
been justified (past), we are being 
sanctified (present), and we will be 
glorified (future). 

Past: Justification 

Romans 3:24-26  

b [We] are justified by his grace 
a s a g i f t , t h ro u g h t h e 
redemption that is in Christ 
Jesus, whom God put forward 
as a propitiation by his blood, 
to be received by faith. This 
w a s t o s h o w G o d ' s 
righteousness, because in his 
divine forbearance he had 
passed over former sins. It 
was to show his righteousness 
at the present time, so that he 
might be just and the justifier 
of the one who has faith in 
Jesus. 

Justification is being declared 
righteous by God. Picture a 
courtroom, where God as judge 
says to you the defendant: “You 
are righteous.” The implication of 
this verdict is that you will not be 
punished, but instead you will 
enjoy eternal life with God. While 
forgiveness is the pardoning of 
our sinful record, justification is 
t h e i m p u t a t i o n o f J e s u s ’ 
righteousness.  

Jesus has not only removed guilt 
and shame and has given us his 
righteousness--the record of his 
perfect obedience to God. 

2 Corinthians 5:21 
b For our sake [God] made to 

be sin who knew no sin, so 
that in him we might become 
the righteousness of God. 

We were justified by God’s grace 
at the moment we believed in 
Jesus. Though we still sin, the 
verdict of our righteous status is 
unchanging because it is based 
upon Jesus’ finished work on the 
cross and his resurrection. We are, 
therefore, simultaneously, sinners 
and saints. 

Practically, it is very helpful to our 
Christian life for us to understand 
the implications of justification. 
The unchanging verdict of our 
having been justified means that 
our status before God does not 
change when we sin. God does 
not love us less on a day when we 
have been particularly sinful, nor 
does he loves us more when we 
obey--God loves us fully at all 
times. Furthermore, because we 
are justified by faith and not works 
we have no grounds for boasting 
or pride. With peace and joy we 
rest in Christ, assured that he has 
saved us--a past reality with 
present and eternal benefits. 

(Read more about Justification in 
Romans 1-5.) 

Present: Sanctification 

Romans 6:22 
b But now that you have been 

set free from sin and have 
become slaves of God, the 
f r u i t y o u g e t l e a d s t o 
sanctification and its end, 
eternal life. 

Sanctification is the ongoing 
process of being made more holy 
like Jesus. While in justification we 
a re g ran ted the s t a tu s o f 
righteous, in sanctification we are 
gradually changed into people 
who live righteously. 

In the Christian life we strive to 
stop sinning and live a life of 
holiness. It is God's Holy Spirit that 
works in us to give us both the 
desire and power to do this and 
live rightly. 

Philippians 2:12-13 
b Therefore, my beloved, as 

you have always obeyed, so 
now, not only as in my 
presence but much more in my 
absence, work out your own 
sa l va t ion w i th fea r and 
trembling, for it is God who 
works in you, both to will and 
to work for his good pleasure. 

Love for God, love for others, and 
Christ-like character are "fruits" of 
the Spirit's work in our lives:  

Galatians 5:22-23 
b But the fruit of the Spirit is 

love, joy, peace, patience, 
k i n d n e s s , g o o d n e s s , 
faithfulness, gentleness, self-
control... 

d Consider: Looking at the fruit 
of the Spirit in Galatians 5 
above, what is an example of 
one of these fruits that the 
Spirit has been cultivating in 
your life since becoming a 
Christian? 

T h o u g h t h e p r o c e s s o f 
sanctification is often slower than 
we desire and will not be fully 
completed in this lifetime, we 
have the good hope of a future 
and complete salvation:  

Philippians 1:6 
b  And I am sure of this, that he 

who began a good work in 
you will bring it to completion 
at the day of Jesus Christ. 

Future: Glorification 

Colossians 3:4 
b  When Christ who is your life 

appears, then you also will 
appear with him in glory. 

Glorification is being made 
completely holy and blameless in 
heaven to perfectly reflect the 
glory of God. When we have 
been glorified in heaven, we will 
not sin anymore and we will live 
with God for all eternity. We were 
saved from the penalty of sin in 
justification, we are being saved 
from the power of sin through 
sanctification, and we will saved 
from the presence of sin in 
glorification. 

Though life has many trails, 
hardships, and various kinds of 
suffering, we have the hope of an 
even greater glory awaiting us in 
heaven. 

Romans 8:18 
b For I consider that the 

sufferings of this present time 
are not worth comparing with 
the glory that is to be 
revealed to us. 

2 Corinthians 4:16-5:5 
b  So we do not lose heart. 

Though our outer self is 
wasting away, our inner self is 
being renewed day by day. 
For this light momentary 
affliction is preparing for us an 
eterna l weight o f g lory 
beyond all comparison, as we 
look not to the things that are 
seen but to the things that are 
unseen. For the things that 
are seen are transient, but the 
things that are unseen are 
eternal. For we know that if 
the tent that is our earthly 
home is destroyed, we have a 
building from God, a house 
not made with hands, eternal 
in the heavens. For in this tent 
we groan, longing to put on 
our heavenly dwelling, ... so 
that what is mortal may be 
swallowed up by life. He who 
has prepared us for this very 
thing is God, who has given 
us the Spirit as a guarantee. 

When God glorifies us we will 
have perfect bodies--there will no 
longer be any death, mourning, 
crying, or pain (Revelation 21:4). 
We will no longer sin nor be 
tempted to sin against our God 
but rather will love God and one 
another.  

d Consider: How often do you 
think about heaven? What do 
you look forward to about 
heaven? 

Christ will come again soon to 
save us to be with God forever in 
heaven. The greatest thing about 
heaven is that we get to be with 
God. 

Hebrews 9:28  
b  ...Christ, having been offered 
once to bear the sins of many, will 
appear a second time, not to deal 
with sin but to save those who are 
eagerly waiting for him. 

How should we live as we wait 
for Christ’s return? 

Keep believing in Jesus - No 
matter what happens we must 
continue to hold onto Jesus in 
faith until the end. (Mark 
13:13) 

Wait expectantly - Jesus could 
return at any moment. It could 
b e t o d a y. I t c o u l d b e 
tomorrow. It could be 100 
years from now. Wait for him 
with expectant faith. (Matthew 
24:36-44)  

Live lives of holiness and 
godliness - Because we have 
been loved by God and saved 
by his grace we long to be 
found pure and blameless at 
his coming, and therefore we 
want to allow the Spirit to 
work in our lives to this end. 
( P h i l i p p i a n s 1 : 1 0 , 1 
Thessalonians 3:13, 5:23)  

Fight the “fight of faith” 

1 Timothy 6:12-14 
b  Fight the good fight of the 

faith. Take hold of the eternal 
life to which you were called 
and about which you made 
the good confession in the 
presence of many witnesses. I 
charge you in the presence of 
God, who gives life to all 
things, and of Christ Jesus, 
who in his testimony before 
Pontius Pilate made the good 
confession, to keep the 
commandment unstained and 
free from reproach until the 
appearing of our Lord Jesus 
Christ…. 

We will not win this fight by trusting 
our own efforts—we need to 
continue to trust in Jesus Christ. We 
must abide in Jesus (John 15:1-5) 
and stay connected to his church 
(Hebrew 10:25; see Step 6). A 
vibrant relationship with God 
through prayer (see Step 2) and 
God's Word (see Step 3) is also vital. 

We have confidence that God will, 
by his grace alone, sustain our faith
—which must endure until the end
—and make us perfect image 
bearers of his own glory. From start 
to finish our salvation is owing 
everything to God’s grace, love, and 
power. 

Jude 1:24-25  
b Now to him who is able to 

keep you from stumbling and to 
present you blameless before 
the presence of his glory with 
great joy, to the only God, our 
Savior, through Jesus Christ our 
Lord, be glory, majesty, 
dominion, and authority, before 
all time and now and forever. 
Amen.  

Take the Step!  
d Take a moment individually to 

reflect and pray about how you 
will obey what you have 
learned. Share with one another 
about these things. Your group 
will ask you how this is going 
next time. 

God’s Mission 

The book of Acts tells of the 
supernatural and explosive growth 
of the early church. Despite 
persecution, many hardships, and 
the lack of modern travel and 
technology, the gospel message 
rapidly spread throughout Asia, 
Africa, and Europe. How did the 
gospel spread so quickly and 
broadly? Certainly it was the work of 
the Holy Spirit. The Holy Spirit works 
to empower Christians to share 
God’s message and also works to 
soften the hearts of those who hear. 
The Spirit worked through the bold 
verbal proclamation of the gospel 
message by ordinary disciples 
everywhere they went. Additionally, 
the gospel's rapid spread was 
certainly due in part to strategic and 
intentional efforts to take the gospel 
and start new churches in places 
where it had yet to be proclaimed. 

Paul gives us an insight to another 
important factor in the rapid 
multiplication:  

2 Timothy 2:2  
b … and what you have heard 

from me in the presence of 
many witnesses entrust to 
faithful men who will be able 
to teach others also. 

Paul instructed Timothy to make 
disciples and to train those 
disciples to teach others also. 
Paul taught Timothy who taught 
“ fa i thfu l men” who taught 
“others”. This is what we need to 
do. We need to have a vision of 
not just one generation of 
d i s c i p l e s , b u t m u l t i p l e 
generations of disciple-making 
disciples. We need to strive to 
train the faithful to teach others 
so that the great life we have 
received is passed along to many 
others. 

When you lead someone to 
Christ, begin to disciple them 
using Next Steps. Teach them 
how to share Christ with their 
friends and family. You don’t have 
to be an expert in evangelism 
because simply sharing your own 
experiences, trials, failures, and 
victories is one of the best ways 
to train them. Holding one 
another accountable, setting bi-
week ly goals , and pray ing 
together are things that will help 
lead them to soon begin making 
and training disciples who will 
make and train disciples. May 
m o r e a n d m o r e p e o p l e 
experience life in Christ. 

Encourage One Another: 
d What opportunities has God 

provided to lead others closer 
toward knowing Christ? 

d How have you seen God 
working in the lives of those 
you want to lead to Christ? 

Pray for One Another: 
d Share at least one name of 

someone you want to win to 
Christ. If you know, share your 
next action step in leading 
them closer to knowing Christ 
(for example: invite them to 
church, take them out to 
d i n n e r a n d s h a re y o u r 
testimony, study First Steps 
together, give them a Bible or 
Christian resources, etc.). 

Commit to praying for one 
ano the r eve r yday : ( 1 ) Fo r 
boldness and wisdom, (2) for 
opportunities, (3) for other’s open 
hearts. 

Other Prayer Requests: 
d How can we pray for you? 

Pray together about God’s 
Mission and other requests and 
thanksgivings.


